
第12・13講の風景【カリキュラムの評価】とは何か

1. 藤瀬論文の紹介

2. カリデザ演習

3.  成果発表・投票

 なんのために社会科
を勉強するの？

 どんな力をつける
ために学ぶの？

 そもそも社会科は
なぜ生まれたの？

１位 ６班 14票
２位 ４班 ５票

３位 ５班 ４票



投票用紙に書かれていた意見（抜粋）

１. 公民とは誰だ
※書き込みがなかったのでTA大坂よりコメント：はじめにわざと”みんなが腑に落ち
ない「公民」の定義”をさせておいて，「授業を受けてこれに反論できるようになろ
う」という形での導入というのは，斬新でいいアイデアだと思いました。定義が授
業で取り扱う「いじめ」や「雇用問題」とも関連していて，今回の演習課題と自分
たちの授業プランを上手く接合させるやり方に感心しました。

２. 今を考える
• 自ら社会を切り拓くために地理・歴史・公民という「アイテ
ム」を活用するという考え方によって，授業内容と目標を上手
くリンクできていると思った。

• 子どもたちに評価を全て任せるのが面白いと思いました。

３. 生きやすい社会実現
• シンプルで一貫性があったのがよかった。
• 導入で「社会」について考えさせるのはいいと思った。
• 導入が面白かった。社会はなぜ社会というのか，というところ
まで考えさせているのが印象的だった。



投票用紙に書かれていた意見（抜粋）

４. 権力の批判・監視
• 一本の筋が通っていてわかりやすい。
• 最も流れが簡潔で分かりやすかった。
• 「○○力」を一貫して使うことによって，
目標の見直し等の構成がすっきりした。

５. 行動力
• 人物という切り口が興味深いと思った。
• 選挙やアニメを用いて具体的なものに
なっており，また理論に筋が通って
いて理解しやすかった。

• 将来持つ選挙権の問題と絡めて，子ど
もたちの身近な問題と関連付けて授業
できている。意思表示（文句を含め
て）は，権利を行使して初めて資格が
生まれるのだと思う。

意思表示

主張



投票用紙に書かれていた意見（抜粋）

７. 自分で考え判断
• 自分が意見を考えた段階をメタ認知
させるという過程がよいと思った。

• 自分の思考過程や考えかたを見つめ
直すことができ，面白いと思った。

６. 池上or宇治原or渡部陽一
• 人物像という一貫性がいい。他班の質問の仕方だと子どもの関
心はひきにくいのではないか？

• 具体的な例をもとに考えているので，子どもたちも授業に参加
しやすいと思った。

• 人物像から入れるので生徒がイメージしやすい。現実的に行い
やすい授業だと思った。

• 社会科の目指す力を人物像の具体例から意識・認識させるとい
う視点は，中1にはとても取り組みやすく共有しやすいだろう。


